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この「第 8 回特許情報シンポジウム」パネルディスカッションの要約です。 

モデレーターの須藤克仁氏が司会し、特許分野における生成 AI の役割や日本の課

題について議論が行われました。パネリストとして岩永寛道氏、野中尋史氏、大澤豊

氏、永田昌明氏が参加しました。 

主な議論ポイント 

1. 生成 AI の特許・知財創出への影響： 

o 岩永氏：生成 AI は特許審査の効率化やエラー低減に寄与する可能性

があるとし、分類不要や検索式の提案の支援を期待。 

o 野中氏：生成 AI は信頼性確保が重要だが、地道な特許検索式生成の

役割があると指摘。 

o 大澤氏：特許や知財権創出を支援するものであり、生成 AI が人間の

創造力をサポートする役割があると述べました。 

2. 日本に求められる生成 AI 技術： 

o 各パネリストは、日本の特許審査や知財業務の精度を向上させるた

め、マルチモーダル AI や日本語情報検索の向上が必要であると述べ

ました。 

o 日本の製造業と生成 AI の融合についても議論され、特に高齢化社会

に対応するための生成 AI の可能性が指摘されました。 

3. データセットと特許庁のサポート： 



o 特許情報や拒絶理由通知のフォーマット整備が求められ、生成 AI の

研究や実務に役立つデータの整備が重要視されました。 

o 特許庁の一括ダウンロードサービスや公開データの利便性を向上する

提案がありました。 

4. 知財分野における AI 活用の課題と将来展望： 

o 生成 AI の信頼性確保や、将来的な自動化の方向性について議論が

展開され、人間の知的作業がどのように変化するかについても意見が

交わされました。 

このように、特許情報における生成 AI の導入は効率化や精度向上に寄与する一

方、日本固有の課題や整備が必要であるという認識が共有されました。 
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第 8 回特許情報シンポジウムのパネルディスカッションでは、生成 AI が特許や知財

創出にどのように影響を及ぼすかについて、各パネリストが様々な見解を示しまし

た。以下に詳細をまとめます。 

1. 岩永寛道氏の見解 

岩永氏は、生成 AI が特許審査において主に以下の 2 つの効果をもたらすと指摘し

ました。 

• 効率化：生成 AI の活用により、審査プロセスの迅速化が期待されると述べま

した。従来の AI 技術も含め、特許分類の不要化や検索式の提案といった効

率化の分野で既に利用が進んでいる一方、生成 AI がどのようにこれらのプロ

セスに適用できるか再検討する必要があると指摘しました。生成 AI は特に先

行技術文献の整理や要約の生成において有用で、迅速に要点を把握できる

ようにするためのサポートを提供できるとしています。 



• 審査の精度向上：生成 AI を活用することで、ヒューマンエラーの削減や審査

官間での判断の均一化が図れる可能性があると述べました。また、AI が拒絶

理由の起案や文章サジェスト機能を提供することにより、精度の高い書類作

成が期待できると考えられます。 

さらに、特許庁内での AI 適用可能性調査（平成 28 年）以降、生成 AI の進展を踏ま

えてどの業務に適用できるか再評価すべきだとの提案もありました。 

2. 野中尋史氏の見解 

野中氏は生成 AI が特許創出に繋がる可能性を認めつつ、AI の信頼性が課題である

と指摘しました。彼の主張は以下の通りです。 

• 信頼性の担保：生成 AI が誤った情報を提供する（ハルシネーション）のリスク

を避けるため、生成 AI 単独での使用ではなく、他の AI モデル（統計モデルな

ど）と組み合わせるべきであると述べました。特に、信頼性の高い知財データ

の提供が必要であり、実務者の意見も交えたデータ整備が求められると指摘

しました。 

• 特許検索式の生成支援：野中氏は特許検索式生成への生成 AI の適用も研

究しており、特許に関連する実務の細かいところでも生成 AI の活用余地があ

ると述べました。 

• データの整備：生成 AI を活用するには、特許庁や知財関連機関が管理する

データの整備が重要であり、業務における分析や評価用のデータセットの充

実が必要とされます。 

3. 大澤豊氏の見解 

大澤氏は、生成 AI が知財創出に貢献する理由を、特に以下の観点から説明しまし

た。 

• 技術の裾野を広げる：生成 AI がブレインストーミングのパートナーとして活用

できることで、特別なスキルを持たない人々にも新しいアイデア創出を促す支

援ができると述べました。特許出願における応用技術の大半がこうしたサポー

トを通じて生まれる可能性があるとしています。 

• コスト削減と創造力の弱体化のリスク：生成 AI によって特許取得にかかる労

力が削減できる反面、それをコスト削減のためだけに利用すると、かえって人

間の創造力やノウハウの低下につながる可能性があると指摘しました。生成

AI を導入するにあたっては、より戦略的に資金やリソースを活用し、特許権や



意匠権、商標権などを多角的に組み合わせた知財権の強化が求められると

述べています。 

4. 永田昌明氏の見解 

永田氏は、生成 AI が実務家や研究者にとって重要な役割を果たす一方で、知財業

務における AI 活用の難しさも強調しました。 

• 生成 AI を活用した特許出願書類の自動生成：永田氏は、生成 AI が特許出

願書類の作成を支援する可能性に注目しており、論文から特許出願書類の

自動生成を将来的に実現できるかもしれないと述べました。このプロセスで

は、請求項やフローチャート、ブロック図などの要素を整合させる技術が必要

であり、生成 AI の進化によって自動生成が現実味を帯びると考えられます。 

• 日本語情報検索の向上：生成 AI が日本語情報検索の分野で英語と比べて

劣っている点について、情報検索能力が今後さらに重要になるとし、生成 AI

を利用する際の日本語対応能力の向上が必要であると述べました。 

総合的な見解と生成 AI の特許分野での課題 

全体的に、生成 AI が特許や知財創出の効率化、精度向上、データ分析、アイデア創

出の支援といったさまざまな側面で有益であると評価されましたが、以下の課題も浮

上しました。 

1. 信頼性の確保：誤った情報の生成やデータの信頼性が問題視され、特許審査

や知財業務に AI を導入する際には、十分なデータ整備と多様な AI モデルの

組み合わせが必要とされる。 

2. 人間の能力の低下への懸念：生成 AI によるコスト削減の反面、人間の創造

力や実務のスキルが低下するリスクが指摘され、AI の活用を超えた人材育成

の重要性が強調されました。 

3. データの整備と日本語対応の改善：生成 AI を有効活用するには、日本の特

許データや日本語の情報検索技術の改善が必要であるとされ、特許庁を中

心としたデータ整備や日本語情報の検索向上が強く求められています。 

生成 AI が特許・知財創出に貢献するには、データ整備と信頼性の確保、戦略的な AI

活用方針が欠かせないとの結論に至りました。 
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第 8 回特許情報シンポジウムのパネルディスカッションで議論された「日本に求めら

れる生成 AI 技術」に関して、パネリストたちは日本の特許・知財分野での生成 AI 技

術活用における重要な要素を指摘しました。以下にその詳細をまとめます。 

1. 岩永寛道氏の見解 

岩永氏は、日本における生成 AI の利用にあたり、特に次の 2 点が重要であると述べ

ました。 

• 特許審査支援の高度化：生成 AI の活用が特許審査において「対比判断」や

「相違点の相当容易性判断」などのサポートを行う可能性があると述べまし

た。特許審査における「対比判断」とは、特許出願内容と先行技術文献の相

違点を特定し、それが明確に判断されるかを評価するプロセスです。この過程

に生成 AI が関わることで、特許審査の効率が上がり、また判断の均一性も向

上すると期待されています。 

• 生成 AI の精度向上と信頼性の確保：特許審査において、生成 AI が誤った情

報（いわゆるハルシネーション）を出力しないよう、精度を向上させる技術の開

発が求められると指摘しました。また、特許審査にはテキストだけでなく図面

や画像が重要な役割を果たすため、生成 AI がテキストと画像の両方を複合

的に理解・分析できる「マルチモーダル」な機能が必要とされます。 

2. 野中尋史氏の見解 

野中氏は、日本の特許・知財分野において次のような生成 AI 技術の必要性を強調し

ました。 

• マルチモーダル AI：特許分野では、単なる特許文書の解析だけでなく、市場ニ

ーズなどのさまざまな情報を包括的に分析できる生成 AI が必要とされると述

べました。特許情報だけでなく、関連する業界動向、技術開発の進展などを包

括的に評価する AI 技術が求められています。 



• ものづくり支援 AI：日本のものづくり技術と生成 AI の融合について、野中氏

は、特に少子高齢化により減少している熟練職人の知見をデジタル化し、生

成 AI が作業をサポートする未来像を描きました。現状では製造業の現場での

生成 AI の利用は進んでいませんが、生成 AI が職人の持つ知識やスキルを

サポートすることで、製造の質を維持しつつ効率的な生産が可能になると考え

られています。 

3. 大澤豊氏の見解 

大澤氏は、日本語対応の生成 AI 技術の改善が重要であると指摘し、次の点につい

て述べました。 

• 日本語に最適化された大規模言語モデルの開発：現状では日本語の生成 AI

モデルが英語に比べて動作スピードや正確性で劣るため、日本語に特化した

言語モデルの開発が必要だと述べました。日本語対応の生成 AI が改良され

ることで、生成 AI の実務分野への浸透が加速し、特許や知財に関わる分析

や作業が円滑に行えると期待されています。 

• 分野特化型の生成 AI：特許文書は非常に特殊な分野であり、汎用的な生成

AI よりも特定分野に特化した生成 AI モデルが求められます。例えば医療分

野のデータに精通した生成 AI や、産業用データを活用した生成 AI を開発す

ることで、信頼性が高く正確な生成が可能になり、特定用途に応じた分析・生

成機能が実現すると述べました。 

4. 永田昌明氏の見解 

永田氏は、日本の生成 AI 技術が特に弱いとされる「日本語情報検索」についての問

題を挙げ、日本に必要とされる生成 AI 技術として以下を述べました。 

• 日本語情報検索の精度向上：日本語対応の生成 AI が英語対応モデルに比

べて検索精度や言語理解で劣っていることを指摘し、生成 AI が最新情報にア

クセスして分析できるようにするための日本語情報検索技術の向上が不可欠

だと述べました。日本語対応の検索機能が向上することで、特許出願や先行

技術の検索が効率化されると期待されています。 

• 正解データの整備：生成 AI を日本語情報検索に活用するには、精度向上の

ための「教師データ（正解データ）」が必要であると指摘しました。特許庁など

が保持している審査データや先行技術データを基に、生成 AI が適切な検索

結果を提供できるようなデータセットを整備することが求められています。 



総合的な見解と生成 AI 技術の今後の方向性 

全体を通じて、日本の特許・知財分野において生成 AI 技術のさらなる発展が必要で

あり、次の 3 点が特に強調されました。 

1. マルチモーダル AI 技術の実現：特許情報のみならず、関連する業界情報や

市場動向などを総合的に解析する AI が必要であり、これにより、特許出願や

知財の戦略立案が精緻化されると期待されています。 

2. 分野特化型生成 AI モデルの開発：特に製造業や医療分野において、日本が

強みを持つ分野の知見を反映した生成 AI の開発が急務です。このような特

化型生成 AI により、職人や技術者が持つ暗黙知の伝承が進み、業務支援の

精度が向上するでしょう。 

3. 日本語検索能力の向上とデータ整備：日本語に特化した生成 AI 技術の改善

が、日本国内での生成 AI 活用を拡大させるための重要な基盤とされていま

す。特許庁や関連機関が持つデータセットを整備し、情報検索の精度を高め

ることが、日本の特許・知財分野における生成 AI 技術の普及に寄与するとの

認識が示されました。 

このように、日本に求められる生成 AI 技術は、単に生成能力や検索能力の向上だけ

でなく、日本の特定産業のニーズに応え、さらに多様なデータを統合的に扱える AI

技術の整備が重要とされています。 
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第 8 回特許情報シンポジウムのパネルディスカッションで、日本の特許分野における

生成 AI の活用を促進するために必要とされる「データセットの整備」と「特許庁のサ

ポート」についても活発な議論が行われました。以下に詳細をまとめます。 

1. データセットの整備 



生成 AI の精度向上と有効活用のためには、質の高いデータセットが欠かせません

が、現状のデータ整備には課題が残っています。パネリストたちは特許情報のデータ

セット整備の重要性について以下のような観点から述べました。 

• 拒絶理由通知データのフォーマット整備： 

o 野中尋史氏は、拒絶理由通知データが「技術知識の源」として価値が

あるにもかかわらず、内容のフォーマットが統一されていないことを指

摘しました。審査官ごとに表現や構成が異なるため、機械的に解析す

るのが難しく、生成 AI による利用が限定的になっています。 

o フォーマットを統一し、データベース化することで、生成 AI が拒絶理由

通知から先行技術の関係性や技術の進展を迅速に把握できるように

なり、特許戦略立案や分析における生成 AI の活用が促進されると述

べられました。 

• 特許分析データの公開とプロセスの透明化： 

o 特許庁やその外郭団体が行っている特許マップの作成や技術分野の

分析に関するデータを、より細分化された形式で公開することが求めら

れています。生成 AI は特許データを分析して特定分野の技術動向を

予測することが可能ですが、現在のデータ提供方法が不十分であるた

め、生成 AI による詳細な分析が難しい状況にあります。 

o プロセス情報やデータの公開を進めることで、生成 AI が特許分析に深

く関与し、技術動向の理解を高めることが期待されます。 

• ベンチマークデータセットの作成： 

o 永田昌明氏は、生成 AI や情報検索の精度を向上させるためのベンチ

マークデータセットの整備が必要であると指摘しました。英語圏では特

許文献や学術文献を対象としたベンチマークが整備されており、それ

により AI のパフォーマンスが向上している一方、日本ではこうしたデー

タが少ないため、AI の学習が進みにくいとされています。 

o ベンチマークとして、特許庁の「先行技術調査」などで参照されたデー

タセットや、検索結果が正解とされるデータセットを提供することで、生

成 AI の情報検索や特許分類の精度が向上すると述べられました。 

2. 特許庁によるサポートとデータ提供の改善 

パネリストたちは、日本の特許分野における生成 AI の活用を進めるために、特許庁

が果たすべき役割について以下の点を提案しました。 

• 一括ダウンロードサービスの利便性向上： 



o 永田氏は、特許庁の一括ダウンロードサービスが利用しづらい点につ

いて言及しました。現在、企業がデータを取得する際には登記簿の提

出が求められるなど、利用のハードルが高く、データを手軽に利用でき

る環境が整備されていない状況です。また、ダウンロードデータがハー

ドディスクで提供されるため、セキュリティ規定やコンプライアンスの観

点で企業にとって不便な場合があると述べました。 

o アメリカの特許庁（USPTO）のように、Web 上でデータを公開し、容易に

アクセスできる仕組みが整えば、企業や研究機関が特許データを効率

的に利用でき、生成 AI による学習や活用が促進されるとしています。 

• 生成 AI に適したデータの提供とフォーマットの統一： 

o 野中氏は、特許文書や拒絶理由通知などのデータを生成 AI が解析し

やすいフォーマットで提供することが重要であると述べました。現状、

特許庁が提供するデータは多くの部分でフォーマットがばらばらであ

り、生成 AI が統一的にデータを扱えない問題があります。データフォ

ーマットの統一と細かなデータ提供により、生成 AI が分析しやすい環

境を整えることで、AI による特許情報の活用範囲が広がるとしていま

す。 

• オープンイノベーションの推進： 

o 特許庁や関連機関が生成 AI や特許分析の新しいシステム開発にお

いて、民間企業やスタートアップとの連携を促進することが提案されま

した。データを公開し、オープンイノベーションの形で開発競争を促すこ

とで、多様なプレイヤーが参入し、特許情報を活用する新たなアプロー

チが生まれると期待されています。 

• 生成 AI 活用への助成金や補助金制度： 

o 特許情報や知財戦略に生成 AI を活用する企業や研究機関に対し、政

府が助成金や補助金を提供することで、生成 AI 活用の拡大をサポー

トできると述べられました。生成 AI の導入にはデータ整備や AI モデル

の開発が不可欠であるため、資金的支援があることで、生成 AI の普

及が加速すると期待されています。 

3. 日本における特許データの公開と使用に関する課題 

パネリストたちは、特許データの公開における法的・技術的課題についても言及し、

生成 AI の活用拡大に向けた改善案を述べました。 

• 著作権とデータの利用制限： 



o 特許公報に含まれる著作権や、データの複製・利用に関する法的制限

が、生成 AI の活用に影響していると指摘がありました。米国特許庁は

データの自由利用を明示しており、日本でも特許データをより自由に利

用できる環境を整備する必要があるとの意見が出されました。これに

より、特許データの二次利用や AI 活用が一層進むと考えられます。 

• 生成 AI 向けの特許データ公開ポリシーの明確化： 

o 日本の特許庁が保持するデータセットが、生成 AI の学習や商業利用

に適した形で公開されることが望まれます。現状、データの利用には制

限があり、特許公報や拒絶理由通知などのデータの活用方法につい

て明確な指針が示されていないため、生成 AI の研究開発に支障をき

たす可能性があります。パネリストたちは、特許庁が生成 AI の活用を

支援するためのデータ公開方針を策定することで、AI による特許情報

の活用が一層進むと提案しました。 

まとめ 

日本における生成 AI の特許活用には、特許庁によるデータ提供の改善と、生成 AI

が利用できるようなデータセットの整備が必要不可欠であるとされています。特に以

下の 3 点が重視されました： 

1. データフォーマットの統一と整備：拒絶理由通知データや特許情報のフォーマ

ットを統一し、生成 AI が容易に活用できるデータセットとして整備する。 

2. Web 上でのデータ公開とアクセスの改善：アメリカの USPTO のように、Web

上でのデータ公開を進め、誰でも簡単にデータにアクセスできる環境を整備す

る。 

3. オープンイノベーションと資金援助：特許庁や政府がデータを活用した新しい

生成 AI 技術の開発を促進するため、オープンイノベーションや助成金・補助

金制度を通じて企業や研究機関を支援する。 

このような特許庁によるサポートとデータセットの整備が進むことで、生成 AI の精度

と信頼性が向上し、日本の特許・知財分野における技術革新がさらに加速することが

期待されています。 
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ChatGPT 

第 8 回特許情報シンポジウムのパネルディスカッションでは、知財分野における AI

活用の課題と将来展望についても詳細な議論が行われました。パネリストたちは、AI

技術の可能性を認めつつも、いくつかの課題を挙げ、それに対する改善案や今後の

展望を示しました。以下にその内容をまとめます。 

1. 課題：生成 AI の信頼性と正確性の確保 

知財分野における AI の信頼性確保が最も重要な課題のひとつとして挙げられまし

た。生成 AI は、膨大なデータをもとに文書生成や分析を行いますが、情報の「ハルシ

ネーション」（誤った内容を生成してしまうこと）を防ぐことが重要です。 

• 生成 AI の誤情報リスク：生成 AI が誤った情報を生成することで、知財審査の

判断が誤る可能性があるため、特許審査や知財管理に直接導入する場合に

は信頼性が確保されたデータが求められます。審査プロセスや特許出願の文

章生成において、正確性を担保する仕組みが必要です。 

• 他の AI モデルとの組み合わせ：野中尋史氏は、生成 AI 単体ではなく、統計

モデルなどの他の AI 技術と組み合わせることで信頼性を向上させるべきだと

述べました。特許審査や知財関連文書の生成には、生成 AI と他のモデルを

使い分けることで、より正確な分析や判断が可能になるとしています。 

• 評価用データと検証の整備：AI による生成結果の信頼性を高めるために、正

解データ（評価用データ）を用いて AI のパフォーマンスを定期的に評価する体

制が求められています。特許庁や関連機関が評価用データを整備すること

で、生成 AI の信頼性を確保し、知財実務における活用が進むと期待されま

す。 

2. 課題：人間の創造力や判断能力の維持 

生成 AI が知財分野での業務を効率化する一方で、人間の知的能力や創造力の低

下が懸念されています。特許審査や知財業務における AI 活用が進むことで、従来の

知財業務のノウハウが蓄積されず、世代交代によるスキルの継承が難しくなる可能

性があります。 

• 人間の知的創造活動の重要性：生成 AI の活用が進むと、特許審査や知財戦

略においても人間の介在が少なくなりがちですが、創造的判断や戦略的思考



は依然として人間が担うべき役割であるとされています。AI が特許書類を生

成したとしても、その内容を評価し、適切に使用するための判断は人間が行う

べきだと強調されました。 

• 育成プログラムの導入：生成 AI による効率化が進む一方で、人間の知的ス

キルや実務能力を維持するための育成プログラムが必要です。若手の特許

審査官や知財実務者が AI に頼りすぎず、基礎的なスキルを身につけるため

の教育プログラムが重要視されています。 

3. 課題：データ整備とアクセス環境の改善 

日本の知財分野において、生成 AI を活用するためには、特許や知財データの整備

が必要不可欠です。特許庁や外郭団体が提供するデータが未整備であったり、アク

セスが制限されていることが AI 活用の障害となっています。 

• データフォーマットの標準化：特許文書や拒絶理由通知などのデータは、統一

されたフォーマットで提供されておらず、生成 AI が効率的に利用できる環境

が整っていません。データフォーマットの統一により、生成 AI がデータを容易

に解析しやすくすることが重要です。 

• Web 上でのデータ公開：永田昌明氏は、特許庁の一括ダウンロードサービス

の利用に制限が多いことを指摘し、米国特許庁（USPTO）のように、Web 上で

特許データを自由に公開し、誰でもアクセスできる環境が整備されるべきだと

述べました。Web 公開の充実により、企業や研究機関がより簡単にデータを

利用でき、生成 AI を活用した特許分析が進むと期待されています。 

4. 将来展望：特許審査・知財業務の高度化と AI との共生 

パネリストたちは、これらの課題を乗り越えることで、生成 AI が知財分野において次

のような形で活用される未来を描いています。 

• 特許審査のサポートツールとしての AI：生成 AI は、特許審査の過程で効率

的な文書作成や先行技術の分析をサポートするツールとして活用されること

が期待されています。特許審査官は生成 AI を使い、特許出願の分析を効率

化し、審査結果の一貫性を高めることができるようになります。また、審査官

が判断を下す際の補助ツールとして、生成 AI が活用されることで、業務の正

確性が向上することが期待されます。 

• 分野特化型 AI の開発と応用：特許や知財データの活用においては、分野特

化型の生成 AI の開発が重要です。医療、製造業、IT といった分野ごとに専門



データを学習した AI を用いることで、特定の業務や分野に特化した解析が可

能となり、より正確で高度な知財支援が実現されるとされています。 

• マルチモーダル AI による知財支援：特許情報のみならず、市場ニーズや産業

動向なども同時に分析できるマルチモーダル AI の開発が進むことで、知財戦

略の立案がより緻密に行えるようになります。これにより、企業が持つ知財を

有効に活用し、事業戦略と連動した知財管理が可能になると期待されていま

す。 

5. 日本における AI 活用を促進するための政策提言 

パネリストたちは、知財分野における生成 AI 活用を拡大するため、以下のような政

策的なサポートが必要であると提言しました。 

• オープンイノベーションと競争促進：特許庁や関連機関がデータを公開し、民

間企業やスタートアップとの連携を強化することで、生成 AI 活用の競争を促

進することが提案されました。オープンイノベーションによって、特許情報を活

用する新しいアプローチや技術が誕生しやすくなると期待されています。 

• 資金支援制度の充実：特許データや知財関連データを利用した生成 AI 開発

には多くのコストがかかるため、政府や自治体による資金支援が必要です。

特に、生成 AI を知財業務に活用する企業や研究機関に対する助成金・補助

金制度を充実させることで、知財分野の AI 活用が促進されると考えられてい

ます。 

• データ利用の法的整備：特許データの利用における著作権やライセンスの問

題を解消するための法的整備が必要です。米国特許庁がデータ利用を自由

に認めているように、日本でも知財データを商業利用や生成 AI の学習に活用

できるよう、利用制限の緩和や指針の明確化が求められています。 

まとめ 

知財分野における生成 AI 活用の課題と将来展望について、パネリストたちは以下の

結論に至りました： 

1. 生成 AI の信頼性を高めるためのデータ整備と評価体制：生成 AI の精度を保

証するために、特許データの整備と定期的な評価が不可欠。 

2. 人材育成と知財スキルの維持：生成 AI の効率化が進む中で、人間の知的創

造活動を維持するための教育と育成が求められています。 



3. 政策支援とデータ公開の充実：特許庁によるデータ公開と資金支援制度が、

生成 AI の研究開発と知財分野での普及を後押しする。 

4. マルチモーダル AI や分野特化型 AI の開発：特許分野に限らず、関連分野を

総合的に分析できるマルチモーダル AI と、特定分野に特化した生成 AI の導

入が知財戦略に役立つと期待されています。 

これらの改善策とサポートを通じて、生成 AI が知財分野において実用的かつ効果的

に活用される未来が展望されています。 

4o 
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